大成功裡に終わった東亜同文書院創立百周年記念行事の開催 by 小崎 昌業
大成功裡に終った東亜同文書院
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書院創立百周年記念行事は、愛大との協議とその協力の
下に、約一年前から周到な準備を進め、平成十一二年五月二十五日、二十六日の二日にわたり、別表スケジュールの通り、豊橋、名古屋の愛大キャンパスとホテルで盛大に開催された
c
一掘友会としては恐らく最後となる行事に、全国各
地から遠路、高齢を厭わず、総数二百四十名の福友及び縁故者が豊橋の地に参集し、愛大及び愛大同窓会との合同行事を真に意義深いものとすることができた。創立百周年という節目に、このような行事を実施してよかったな、思いが参加者一同の胸に満ちたのではなかろう 。五月二十五日（金）午前中に、全員が豊橋日航ホテルに
集合し、午後一時パスで愛大豊橋校舎に移動。先ず東亜同文書院大学記念センター 愛大図書館等を見学し、続いて記念植樹（月桂樹）祭、本間喜一名誉学長胸像除幕式を行ない、次いで記念会館内会場で書院創立百周年記念式典を挙行した。
式典、では小崎
斉唱した後、別紙の通り春名一掘友会会長、武旧愛大学長の挨拶、近衛霞山会会長の祝降、小田愛大同窓会会長の挨拶が行なわれた。いずれも、百周年を機に、東亜同文書院の建学の精神と伝統が愛大に継本されることを改めて確認し、同時に掘友会が愛大同窓会 特別会員として合流することを慶賀する心強い内容であったり記念式典の後、全員ホテルに移動し、午後六時より福友会、愛大及び愛大同窓会の交流懇親 が賑やかに開催された。司会は小崎が行ない、村岡一掘友会副 、早川豊橋市長の挨拶 安沢先輩（お期 何歳）の元気な乾杯 声から始まっ 懇親 、和気諸々の中に交流を深め、寮歌「長江の水」、大旅行の歌「嵐吹け吹け」、 迫遥歌の大合唱によって閉会となったが 引き続き各期毎の懇親会が同ホテル内の個室で行なわれ、歓を尽くした。この百周年行事については、多くの新聞報道と共にテレビ放映も行なわれ、書院・愛大関係の認識を一般に広めることができた。偶々当日 出版されたばかりの「上海東亜
（位期）
が司会を担当し、
冒頭「院歌」を
自I］，；·.百周年記念行事の l白H佳19 大成功慨に終った点帳同文書院
同文書院風雲録」（西所正道著・角川書店発行）内で発売されたが、忽ち完売となった。明けて五月二十六日（土）は、午前八時全員パスで豊橋から名古屋へ移動。愛大三好校舎の現代中国学部を訪問し、
恵まれた施設と環境の中での授業を参観したが、曾て過ごした江南の学舎の青春の日々を偲ぶ福友も多かったことであろう。次いで市内の名古屋キャッスルホテルに向かい、十一時半から記念講演会に臨んだ。演題は「長江 流れは絶えず」。講師は東大名誉教授、東洋英和女学 院長の衛藤浩吉先生であり、目頭に小崎が先生 略歴を紹介した。講演の大要は以下の通り。「東亜同文書院は日中提携の建学の精神の下に、有為の人材を多く育成したが、戦後、無責任な批判を浴びた口しかし書院 再評価は米国の学界から始まり、例えばジョージア州立大学の
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ルズ教授の著書等にそれが見られる 高い評価の根拠は、書院の前身、日清貿易研究所を創立 荒尾精先生が日清戦争に際し、領土割譲と賠償金支払を要求 てはならぬ主張し、それが書院の伝統となったこと、書院の学生には右翼も左翼もいたが、何れも中国と中国人 対する深い親愛の怖を持っていたこと 「志」を持 中国問題 エキスパートが養成されたこと等である。書院の「志」が愛大に継承され、「志」を持った大学として愛大が発展することを期待する」。講演は百周年記念にふさわしい内容であり出席者 多大の感銘 与えた。講演に引き続き、愛大現中学部の学生から毎年実施している中国現地調査（書院の大旅行調査を踏襲するも ）の
がホテル
報告が行なわれた。また、今年より中国の学生に本邦の現地調査を実施させるため、愛犬が招いた中国諸大学の学生が紹介された。この現地調査は今後毎年日 双方で継続実施される計画であり、その成果の集積 日中間の理解の深化、友好の増進に大いに貢献することが期待されている。午後一時より同ホテル内で福友会、愛大、愛大同窓会の交流懇親会が開催された。武田愛大学長の挨拶、小田愛大同窓会長の乾杯から盛大な会 始まり、寮歌「長江の水」「嵐吹け吹け」「桃李の吹雪」、愛 造遥歌の大合唱をもって閉会したが、この問、福友と愛大の紳を固く結ぶ交流が行なわれた。小崎より閉会の辞として、今回の百周年記念行事が愛大の協力により大成功裡に行なわれ、その目的が完全に達成さ ことを喜び、かつ感謝し、．「志」を持つとして愛大が大いに発展することを祈る旨述べかくして二日間の行事を終ったが、何よりも鰭しかったことは、この行事の趣旨 した「書院創設の歴史的意義再認識すると共に、その建学の精神と伝統が永く愛大に継承されることを希求し 書院・愛大関係 併を確認す 」ことができたこと、好天に恵まれ何一つの事故もなく、すべての行事が滞りなく終り、こ 意義ある行事に対する参加者全員からの感謝 満足の気持ちが伝わってきた である。
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